
住
基
ネ
ッ
ト
二
次
稼
働

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

昨
年
８
月
に
始
ま
っ
た
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
一
次
稼
働

で
は
、
各
市
区
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
し
た
。
都

道
府
県
や
指
定
情
報
処
理
機
関
に
お
い
て
、
住
民
票
の
情
報
の
う
ち
四
情
報
（
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
）
と
住
民
票
コ
ー
ド
お
よ
び
こ
れ
ら
の
変
更
情

報
を
保
有
す
る
こ
と
で
、
全
国
共
通
の
本
人
確
認
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

一
次
稼
働
に
よ
り
、
例
え
ば
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
る
と
き
の
住
民

票
の
写
し
が
不
要
と
な
り
、
ま
た
、
恩
給
・
共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

年
一
回
の
現
況
届
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
等
に

も
適
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
ニ
次
稼
働
（
８
月
2
5日
か
ら
）
で
は
、
希
望
に
よ
り
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（「
住
基
カ
ー
ド
」
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
手
数
料
は
五
百
円
で
す
。

住
基
カ
ー
ド
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

①
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

自
分
の
住
民
票
の
写
し
が
全
国
ど
こ

の
市
区
町
村
で
も
取
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

②
転
入
・
転
出
の
特
例

転
出
す
る
場
合
、
転
入
お
よ
び
転
出

す
る
市
区
町
村
に
届
出
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
転
入
す
る
市
区
町
村
の
み
の
届

出
で
済
み
ま
す
（
た
だ
し
、
一
定
事
項

を
記
入
し
た
転
出
届
を
郵
送
で
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
）
。
③
身
分
証
明
書
と
し

て

の
利
用

住
基
カ
ー
ド
は
、
写

真
付
き
の
も
の
と
写
真

な
し
の
も
の
が
あ
り
、

写
真
付
き
カ
ー
ド
は
身

分
証
明
書
と
し
て
も
利

用
で
き
ま
す
。

それ以降は市民課Q366-7340
または各支所へ

手続きにくる人 持ってくるもの 住民基本台帳カードが交付されるまで

本　　 人

(身分証明あり)

① 印鑑

② 写真( 写 真付きカードを希望の場合)

③ 本人 であるこ とを確 認できるも の

( パスポート 、運転免許証その他官公

署が発行した免許証・許可証または証

明書で本人の写真が添付されたもの)

交 付申請者本人がパスワード入力⇒交付

ご 注意…現在、即日蛆理かできる ように

準備をし てい ますが 、2 次稼 働当初は相

当の混雑も予想さ れ、場合によっては後

日 、文書で交付の通知をさ せていただく

こ ともあります。

本　　 人

(身分証明な凵

①印鑑

② 写真( 写 真付きカードを希望の場合)

※本人であることを確認するための聞

吉取りをさ せていただきます。

申請者に文書で照会し ますので 、回答書

をお持ちになり市民課・支所へ

⇒交付申請者本人がパスワード入力

⇒交付

①
都
道
府
県
知
事
が
個
人
を
証
明
す

る
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
、
自
宅
や

職
場
か
ら
、
行
政
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
将
来
は
、
市
区
町
村
の
条
例
で
規

定
す
る
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で

き
ま
す
。

写真付きでないカード

①
保

有

す

る
情

報
や

利

用
目

的

を
法

律

で

限

定

…

情
報

提

供

を

受

け

る

国
の

行

政

機

関

等

の
範

囲
や

利

用
目

的
を

法

律

で

具

体

的
に

限

定

し

て

い
ま

す

。
ま

た

、

提

供

さ

れ
た

情

報
を

目

的
外

利

用

す

る

こ

と

を

禁
止

し

て

い

ま

す

。

②
住

民

票
コ

ー

ド
は

利

用

を

限
定
・：
民

間
部

門

が

住

民

票
コ

ー
ド

を
利

用

す
る

こ

と

は

法

律

で

禁
止

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、
行

政

機

関
が

住

民

票
コ

ー

ド
を

利

用

す

る
こ

と

も
法

律
に
よ

り

具

体
的

に
限

定

し

て

い
ま

す

。

③
セ

キ

ュ

リ

テ

ィ
対

策

…

一

専
用

回

線

の
利

用

と

デ

ー

タ

の
暗

号

化

の
ほ

か

各

種

の

安

全
対

策

を

講

じ
て

い
ま

す

。

一

操
作

す

る

職

員

も

限
定

さ

れ

、

さ
ら

に

操
作

者

識

別

力
－

ド
や

パ

ス

ワ

ー
ド

に
よ

る
確

認

を
行

い

ま

す

。

一

万

一
の

場

合

は

、
「

緊

急

時

対

応

計

画
」

匸

基

づ

き

、
ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

の

運

営

を

停
止

す

る

な
ど

、
個

人

情

報

保
護

を

匱

優
先

し

た

運
営

を

行

い
ま

す

。

①
パ
ス
ワ
ー
ド
照
合
：
止

当
な
力
－

ド

の
利

用
者
か
ど
う
か
の
確
認
を

、
利
用

者
白

身
が
入
力
す
る
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ

り
行
い
ま
す
。

②
相
互
認
証
…
力
－

ド
と
シ
ス
テ
ム
問

で
相

互
の
正
当
性
を
確
認
し
ま
す

。

③
利

用
の
制
限
…
利
用
目
的
ご
と
の
独

立
性
を
確
保
し
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、

力
－

ド
内
に
防
護
処
置
を
施
し
、
利
用

を
制
限
し
ま
す
。

④
－

Ｃ
チ

ッ
プ
の
安
全
対
策
…
力
－

ド

の
チ
ッ
プ
部
分
へ
の

無
理
な
改
造
な
ど

を
す
れ
ば
、
自
動
的
に
壊
れ
る
仕

組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
・：
住

基

力
－

ド

は

ど

う

い

う
こ

と

に

利

用

す

る

の
で

す

か

。

Ａ
・：
当

面
は

、

①
「

広
域

住

民

票

の

写

し

の

交
付

」
②
「
転

入

・

転
出

の

特

例
」

③
「

身

分
証

明

書

」

と

し

て

利
用

で

き

ま

す

。
た

だ
し

、

①
に

つ

い

て

は

、
住

基
力
－

ド

が

な

く
て

も

、
本

人

の

身
分

を
証

明

す

る

「

運

転

免
許

証

」
、
「

パ

ス

ポ

ー
ト

」

等

が

あ

れ
ば

匸

父
付

を

受

け

る
こ

と

が

で

き
ま

す

。

Ｑ

…
住

基

力
－

ド
は

、
誰

で

も

持
た

な

け

れ
ば

な

ら

な
い

の

で

す

か

。

Ａ
・
：
希

望

す

る
人

の

申

請

に

よ

り

交
付

し
ま

す

。

Ｑ
・：
住

基

力
－

ド

は

必

要

で

あ

れ

ば

、

だ

れ
で

も

取

得
で

き

る

の

で

す
か

。

Ａ

…
市

内

に

お

住
ま

い
な

ら

、
子

供

か

ら
大

人

ま

で

、
誰
で

も

取

得

で

き

ま

す

。

Ｑ

…
住

基

力
－

ド
の

手

数

料

は

い

く

ら

で

す

か

。

Ａ

…
五

百
円

で

す

。

Ｑ
：

住

基

力
－

ド

の

有
効

期

限

は

あ

り

ま

す

か

。

Ａ

…
交

付

日

か
ら

十

年

で

す

。

Ｑ

…

住
基

力
－

ド

が

紛
失

・
盗

難

な

ど

に

あ

っ
た

と

き

は
ど

う
し

た

ら

い

い

の

で

す

か

。

Ａ

…
市

民

課

・
支
所

に

電

話
で

、

ま

た

は

窓
ロ

ヘ

直

接

ご

連

絡

く
だ

さ

い

。

Ｑ
・：

住

基

力
－

ド

を

取

得

し

た

儿

が
ヽ

市

外

に
引

越

し

し

た

場
合

は

、
力
－

ド

は

ど

う

な

る
の

で

す
か

。

Ａ

士

父
付

地

ま

た

は
引

越

し

先

の

市

町

村
へ

お
返

し

く

だ

さ

い

。

Ｑ
：

偸
＝
具
は
な
ん

で

も
い

い
の

で
す

か
。

Ａ

…
無

帽

・
正

面

・

無
背

景

で

申

請

前

六

月
以

内

に
撮

影

し

た

も

の

、
大

き

さ

は

縦
四

・
五

芍

、
横

三

・
五

芍
の

も

の

で

す

。

原
爆
投
下
日
に
は
慰
霊
と
平
和
の
祈
り
を

昭

和
2
0
年

８

月

６

日

午

前

８

時
1
5
分

広

島

に

、

９

日

午

前

Ｈ

時

２

分

長

崎

に

原

子

爆

弾

が

投

下

さ

れ

て

か

ら

、

今

年

で

五

十

八

年

に

な

り

ま

す

。

原

爆

に

よ

り

亡

く

な

ら

れ

た

方

の

ご

め

い

福

と

世

界

の

平

和

を

祈

り

、

６

日

、

９

日

は

各

職

場

や

家

庭

で

、

一

分

間

の

黙

と

う

を

し

ま

し

ょ

う

。

圖

総

務

企

画

本

部

総

務

課

昔
3
6
6・
7
3
0
5

住
基
カ
ー
ド
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

個
人
情
報
保
護
対
策
は
？

写真付きカード

8/25

問い合わせ先
８月12日(火)までは
臨時電話0366 ―3369へ

住民 基本台 帳カード手続ガイド（住基カードの交付方法）
市
民
課

と
各

支
所
（
八
ヵ
所
）

で
カ

ー
ド
交
付

の
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

申

請
に
必
要

な
も
の
は
、
左
記

「
住

民
基

本
台

帳
カ
ー
ド
手
続

ガ
イ

ド
」
を

参
照
し

て
く
だ
さ

い
。

※
住

基
ネ
ッ
ト
ニ

次
サ

ー
ビ
ス
（
住
民

票

の
広
域
交
付

・
転
入

転
出
の
特
例

・
住
基

カ
ー
ド
）
等

の
詳
細
に

つ
い

て
は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

住
基
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
人
は

住
基
カ
ー
ド
に
よ
る

今
後
の
サ
ー
ビ
ス

住
基
カ
ー
ド
Ｑ
＆
Ａ



「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
と
ふ

れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
や
重
要
性

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

毎
年
８
月
１
日
か
ら
3
1日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
と
定
め
、
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

圖
道
路
維
持
課
公
一
’一
・
7
3
5
8

道

路

を
、
「
み

ん

な

が
や

っ
て

い
る

か
ら
私

も
」
と
安
易

な
気
持
ち
で

使
用

し
て

い
ま
せ

ん
か
？
・
個
人
で
道
路

を
使

用
す

る
こ

と
は
、

道
路
法
、
道
路
交

通

法
に
よ
り

認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

左

の
イ
ラ
ス
ト

は
市

内
で
よ
く
見

か

け

る
光

景
を
示
し

た
も
の
で
す

。
こ
う

し
た
状
況

で
は
、

お
年

寄
り

や
体

の
不

自
由
な
人

の
通
行

が
妨

げ
ら

れ
、

危
険

が
生
じ

る
こ

と
も
考
え

ら
れ
ま
す

。

誰

も

が

毎
日

使
う

道

路

だ

か

ら

こ

そ
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必

要
で
す
。

道
路
に
は
、

皆
さ
ん

の
安

全
で

ス
ム

ー
ズ
な
通
行
を
守

る
施
設
と
し

て
、

ガ

ー
ド
レ

ー
ル

ー
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー

・
標
識

・
街
路
灯

な
ど
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ

れ
ら
市
民

の
財
産
で

あ
る
施
設
に
対

し
て
、
最
近
当

て
逃
げ

や
い
た
ず
ら
な

ど
に
よ
る
破
損

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

。

そ
の
ま
ま

放
置
す

る
と
重

大
な
事
故

に

つ
な

が
る
危

険
性

が
あ
り

ま
す

。
も

し
、
当
て
逃

げ
や
破
損
個
所

を
見

つ
け

た
場
合
は
、
市

役
所
へ

ご
連
絡
く
だ

さ

い
。農

地
や
駐
車
場
な
ど
の
民
有
地

か
ら
、

道
路

（
側

溝
を
含

む
）

へ
土
砂
な

ど
が

流
出
し

た
り

、
樹
木

が
道
路
へ
覆

い
か

ぶ
さ
っ
て
い
る
と
き
は
、
良
好
な
道
路

環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
す
ぐ
に
除
去

し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
の
上
空
に
突
出
し
た
看
板
・
日

よ
け
等
を
設
置
す
る
場
合
は
、
左
の
イ

ラ
ス
ト
に
示
し
た
設
置
基
準
に
従
い
、

道
路
占
用
の
許
可
が
必
要
で
す
。

新
規
に
設
置
さ
れ
る
人
、
ま
だ
申
請

さ
れ
て
い
な
い
人
は
道
路
維
持
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
使
用
の
対
価
と
し
て
占

用
料
（
※
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※占用料＝単価×面積

〈道路占用料単価〉

看板 …占用面 積１㎡ に

つき年間8,500 円( 注)

日よ け…占用 面積1 ΓΥi

につき年間2,080 円

(注)看板 については占

用面積の25 ぷが減

免されます。

８

月
2
1
日

附

・
2
2
日

蚩
午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

〔
雨

天

決

行

〕
　

会

場

松

戸

駅

西

ロ

デ
ッ

キ

（

予

定

）
　

内

容

道

路

の
歴

史

や

、

首

都

国

道

事

務

所

の

道

路

整

備

事

業

等

に

つ

い
て

の

パ

ネ

ル

展

示

、

お

よ

び

松

戸

市

内
の

写

真

サ

ー

ク

ル

に

よ

る

写

真

展

、

ク

イ

ズ
、

ア

ン

ケ

ー

ト

圖

首

都

国

道

事

務

所

工

務

課

登
3
6
2・
4
1
1
4

9月定例市議会開催予定
平成15 年松戸市議会9 月定例会は 、９

月３日伽から24 日伽まで開催される予定

です。請願・陳情は 、８月25 日（月）の正午

までに提出してください。なお 、提出に

際しては 、趣旨を簡潔に記載してくださ

い。

予備日にも本会議（一般質問）が開催

される場合がありますので 、傍聴される

際は 、日程をあらかじめ確認してくださ

い。また 、9月１１日田 引２日倒に開催さ

れる常任委員会の開催時間については 、

９月３日田以降にお問い合わせください。

國市議会事務局議事課S366  - 7382

期日 会議予定 主な内容

9/ 3 團 招集日・本会議 議案説明

4 ㈲

本会議 一般質問
5 ㈲

8 ㈲

9 ㈹

10(*) 予備日

11 困
常任委員会 議案等の審査

12 銜

16 ㈹

決 算 審 査 特 別 委 員 会
平 成 纐 年 度

各 会 計 決 算 認 定 審 査

17 圉

18 困

19 窗

24 團 本会議 議案等の議決

白
井
聖
地
公
園
行
き
臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

運

行
日

８

月

Ｂ

日

水

・
1
4
口

困

・
1
5

日

原

・
1
6
日

出

運
行

区

間

新

京

成

五

香

駅

西

口

～

白

井

聖

地
公

園
　

偉
油

所

新

京

成

五

香

駅

西

口

こ
（

高

台

病

院

・

六

実

駅

入

口

・
白

井

聖

地

公

園
（
終

点

）

乗

車

運

賃

（
片

道

）

大

人

六

百

円

・
子

ど

も

三

百

円

運

行

時

間

時

刻

表

の

と

お

り

（
片
道

約

四

十
分

）

※

全
区

間

同

一

料

金

※
座

席

数

が
限

ら

れ

て

い
ま

す

の

で

、

座

れ

な

い
場

合

が

あ

り

ま

す

。

※

乗

車

人

員

に

達

し

ま

す

と

、
乗

車

を

お

断

―
す

る
場

合

が

あ

り
ま

す

。

※

バ

ス

の
運
行

に

伴

い
白

井

聖

地
公

園

外

周

道

路

の

一

部

が

駐

車

禁

止

と

な

り

ま

す

の
で

、

ご
協

力

を

お

願

い
し

ま

す

。

固

公

園

緑

地
課

白

井

聖

地
公

園

係

昔
3
6
6

白井聖地公園行き臨時バス時刻表

時
白井聖地公園行き

時
五香駅行き

五香駅西口発 六 高 台 病 院 六 実 駅 入 口 白 井 聖 地 公 園 発

８ ※00　30 ※05　35 ※10　∠10８

９ ９ ※30
10 50 55 10 10
11 00 11
12 12 30
13 10 15 20 13
14 14 50

※印のバスは、13 日㈲のみ運行します。

歯
を
大
切

に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

口
腔
が
ん
に
つ
い
て
　
パ
ー
ト
３
（
治
療
法
に
つ
い
て
）

今

回
は
口
腔

が
ん
の
治
療

法
に

つ

い
て
説
明
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

口

腔
内
で

が
ん
、

あ
る

い
は

が
ん

と
疑

わ
れ
る
症
状

が
見

つ
か
っ
た
場

合

、
そ
の
後
の
検
査

・
治
療
は
設
備

と
人
手

の
あ

る
「
口

腔
外

科
」
、
「
歯

科
口

腔
外
科
」

の
あ
る
病
院
に
入
院

し

て
行

い
ま
す

。

主

な
治
療
法

は
、
手

術
療
法

・
放

射

線
療

法

・
化
学
療

法
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
単
独
あ

る
い
は
併
用
し
て
行

わ

れ
ま
す
。
部
位
、

病
期

、
浸
湃

の

程

度
な
ど
に
よ
り

治
療

の
方
法
は

さ

ま

ざ
ま
で
す

。

手

術
は
、
病

巣
の
部
位

、
浸
潤
傾

か
か
く
　
し
ょ
Ｉり
がく

向

に
よ
り
、
下
顎

・
上
顎

・
舌
な

ど

を

、
部
分
切
除

・
全
切
除

・
半
側
切

除
・
両
側
切
除
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

頸

部
リ
ン

パ
節
に

転
移
が
認
め
ら

れ

る
場
合
は
、
頸

部
郭
清
術
を
行

い
、

病

巣
と
リ

ン
パ
節
を

一
塊
と
し
て
切

除
を
す

る
根
治
手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
手
術
を

す
る
と
顎
骨

や

舌

に
欠

損
す

る
部
位

が
生
じ
ま
す
の

で
二
次
的
に
皮
弁

や
筋
皮
弁
、
自
家

骨

移
植
な
ど
に

よ
る
再
建
術
を
行

い

ま

す
。

手

術
後
は
義

歯
、
晁
莨
、
ま

た
は

近
年

は
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
（
人
工
歯

根
）

110

な

ど

を

用

い

て
補

綴

処

置

を

行

う

こ

と

で

治

療

後

の
Ｑ

Ｏ

Ｌ
（
生

活

の
質

）

の

向

上

を

図

り

ま

す

。

ま

た

、

最

近

は

レ

ー

ザ

ー

を
用

い
て

の
腫

瘍

減

量

術

も

試

み

ら

れ

て

い
ま

す

。

放

射

線

療

法

は

舌

や
頬

粕

膜

に

発

生

す

る

が

ん

、

高

齢

者

、
合

併

疾

患

な

ど

の

要

因

で
手

術
不

能

例

、
形

態

や

機

能

の
保

存

が

強

く

望
ま

れ

る

症

例

な

ど

に

用

い
ら

れ

ま

す

。

囗

腔

が

ん

は
多

く

の
場

合

術

前

に

、
小

線

源

に

よ

る
組

織

内

照

射

や

ラ
イ

ナ

ッ

ク

等

に

よ

る
外

照

射

が
行

わ

れ

ま

す

。

化

学

療

法

は

補
助

的

な

治
療

法

と

し

て

用

い
ら

れ

る

こ

と

が
多

く

、

主

に

術

前

、

術

後

の

転

移

予

防

や

放

射

線

感

受

性

を

高

め

る

目

的

で

投

与

さ

れ

る

こ

と

が
多

い
傾

向

に

あ
り

ま

す

。

囗

腔

が

ん

の

こ

こ

最

近

の

治

療

成

績

は
四

竹
以

下

で

転

移

の
無

い
場

合

は

、

ほ

ぽ

九

〇

特

ほ

ど

の

五

年

生

存

率

と

言

わ

れ

て

い
ま

す

。
し

か

し

高

度

に

浸

潤

し

て

い
た

り

、

転

移

が
認

め

ら

れ

る
場

合

に

は

そ

の
五

年

生

存

率

は
五

〇

暫

程

度

で

あ

り

、

こ

の

こ

と

か
ら

も
早

期

発

見

、

早

期

治

療

が

重

要

で

あ

る

こ

と

は

言

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

（
松

尸
歯

科
医

師
会

）

旧
軍
毒
ガ
ス
彌
な
ど
の
情
報
提
供
の
お
願
い

最
近

、
他

県
に
お

い
て
旧
軍

の
毒

ガ
ス
な

ど
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る
事

故
や
健
康

被
害

が
発
生
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
県

で
は
、
旧
軍
毒

ガ
ス
弾
な

ど
に
よ

る
被
災
事
故
を
防
皀

す
る
た

め
、
終

戦
時
の
保
有

・
廃
棄

、
戦
後

の
発

見

・

被

災

な

ど

の
情

報

収

集

を

行

っ
て

い

ま

す

。

県

民

の

皆

さ

ん

の

情

報

提

供

を

お

願

い
し

ま

す

。
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迷惑しています!!
迷
惑
行
為
、
改
善
し
ま
し
ょ
う
！

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
破
損
を
み
つ

け
た
ら
一
報
を

民
有
地
の
適
正
な
管
理
を

道
路
上
空
に
突
出
し
た
看
板
・
日
よ

け
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！

８

月

は

で
す

イ
ベ
ン
ト
開
催

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

千

葉

県

か

ら



早
ぐ
正
社
員

に
な
り
た

い
、
仕
事

が
上
手
く
見

つ
か
ら
な

い
、
就
職
に

自
信

が
な

い
、
ど
う

も
面
接

が
う

ま

く

い
か
な

い
な
ど
、
一
人

で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん

か
？

市
で
は
、
そ

ん
な
あ

な
た
に
き

っ
と
役
立

つ
四
日
間

の
就

職
ス
キ
ル

の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

一
日
目

は
認
定

キ
ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ

ラ

ー

に

よ

る

個

別

職

業

相

談

、

二

・
三
日

目
に
は

「
就
職
活
動

の
基

礎
知
識
」
「
自

己
Ｐ
Ｒ

の
整
理
方

法
」

「
応
募

書
類
作

成

ポ
イ

ン
ト
」
「
面
接

の
対
策
」

な
ど
を
セ

ミ
ナ

ー
形

式
で

学
習
し
ま

す
。
最
終

日
に

は
フ
ォ

ロ

ー
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
を
行

い
ま
す
。

一
日
目

と
四

日
目
は
専
門
相

談
貝

に
よ

る
一

時
間

程
度

の
一
対

一
の
相

談
で
す

。
そ

の
他
求
職
就

職
情
報
の

提
供
も
行

い
ま

す
。

圃8 月27 日困〔消印有効〕までに、電話またはファクスかハガキ

に住所・氏名・年齢・電話番号・応募の動機を記入して、〒271

-8588　 松戸市役所商工観光課労政係(S366-ﾜ32ﾜM366-15

50）へ

就労支援パソコン教室

コース名 講座番号と実施日
申 込 期 限

(消 印 有 効)

Ｄ　 エ ク セ ル 初 級 コ ー ス

①8/18(月卜19 ㈹・20 ㈲

②8/21 ㈲・22 廊・25(月)

③8/26 ㈹・27 ㈲・28 團

8/11 ㈲

Ｅ　 ワ ー ド 中 級 コ ー ス

①8/29 銜 ・9/1(1 月)・２ 固

②9/ 3 ㈲ ・4 困 ・5 窗

③9/ 8( 月)・9 固 ・10 休)

8/22 ㈹

Ｆ　 エ ク セ ル 中 級 コ ー ス

①9/11 ㈹・12 廁・16 ㈹

②9/17 ㈲・18 困・19(匍

③9/22 ㈲・24 冰卜25 休)

9/4 困

時間午前9 時30 分～午後5 時　 会場卜 ソヽプパソコンスクール

（新松戸駅西口下車徒歩5 分 、駐車場はありません）　対象市

内在住の求職者で現在未就職、または失業中で、全日出席でき

る人　定員各コース120 人（各講座40 人） 費用1,000 円（テキ

スト代）

※E・F コースは応用編ですので、ある程度の知識が必要です。

※申し込み多数の場合は抽選になります。結果は後日通知します。

圃ハガ半に 、希望するコース1つと講座番号（第3希望まで）・住

所・氏名・年齢・電話番号を記入し 、〒271-8588　 松戸市役所

商工観光課労政係0366  -7327) へ

自

分

の

キ

ャ

リ

ア

ビ

ジ

ョ

ン

を

実

現

す

る

た

め

、
「
自

分

を

振

り

返

り

、

自

分

に

は

何

か

必

要

な

の

か
」
、
「
ど

ん

な

能

力

・
知

識

・

ス
キ

ル

を

身

に

つ

け

る

べ

き

か

」

を

一
緒

に

考

え

て

み

ま
せ

ん

か

。
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８
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方
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講

師

岡

崎

人

事

コ

ン
サ

ル

タ

ン

ト

代

表
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締

役

・
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崎

洋

氏

匸

⑤
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性
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職

の

体

験

発

表

「
私

の
キ

ャ

リ

ア
形

成

」

対

乖

：
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ャ
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ア

ア

ッ

プ
を

目

指

す

女

性

勤

労

者

定

員
…

先

着

二

十

人

費
用
・：

無

料

圃
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話
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フ

ァ
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政
係
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へ

｢人権問題に関する
市民意識調査｣に

ご協力ください

募集します

お盆中の応急歯科診療所
8 月13 ～16 日の4 日間、下表の歯科診療所を開設し ます。

診療日 受付時間 診療所名 所在地 電話番号

8/13  (tK)

午 前9 時 ～

午 後 八時30 分

長坂歯科医院 六実6-39-21 385-3ﾜ88
14 沐） 小林歯科クリニック 根本13-5 36∠1-1616

15 廁 宮本歯科医院 根本9一行 362-28ﾜ6

16出 湯浅歯科医院 根本9－ワ 363-6 ∠180

※受診する際は 、あらかじめ医療機関へ確認してく ださい。

固保健福祉課管理係S366-7482

市では、市民だれもが、かけがえ
のない人間として尊重され、生き生
きと生活できる地域社会の実現を図

るため「松戸市人権施策に関する基
本方針」に基づき人権施策を推進し
ています。
今後この基本方針に基づいて、よ

り有効で意義のある人権施策推進の
ために、18歳以上の市民3,000人を

対象として、８月20 囗圉～9月巧日
冊の間に市民意識調査を行います。
調査は郵送により無記名で行わ

れ、コンピューターで処理されます
ので、皆さんの回答の内容が他人に

松戸市男女共同参画プランを市民の

皆さんと共に推進するため 、男女共同

参画推進協議会（第3 次）を設置し ます。

今回の協議会は 、男女共同参画の理解

と行動を促進する 、市民向け啓発冊子

の編集について検討するものです。

この協議会に参画し ていただける市

民3 人を募集します。

任期は平成1ﾜ 年3 月31 日までです。

対象…男女共『司参画社会の実現に関心

かおる40 歳以下の市民

応募…方法8 月25 日㈲までに 、女性セ

ンタ一ゆう まつど受付で直接 、所定の

応募用 紙に必要事項を記入してくださ

い。その際、「男女共同参画社会の実現

に向けて」をテーマとした1200 字程度

のレポートも併せて捏出してください。

※提出された書類は返却

しません
崑女性センターS364-

8ﾂﾂ8

わ
た
し
の
六
十
周
年

小
森
　

靖
子
さ
ん

松
戸
市
子
ど
も
会
育
成
会

連
絡
協
議
会
副
会
長

我
が
ま
ち
・
松
戸

私

は

昭

和
1
8
年

５

月

に

巫

呆
で

生

ま

れ

ま

し

た

。

気

持

ち

の

上

で

は

年

齢

を

意

識

し

た

こ

と

も

な

く

、

毎

日

を

過

ご
し

て

い
ま

し

た

。

ふ

と

気

づ
く

と

今

年

還

暦

を

迎

え

て

お

り

、

お

か
し

な

も

の

で

、

何

と

な

く

年

齢

を

意

識
せ

ざ

る

を
え

ま

せ

ん

。

松

戸

の
小

金

清

志

町

に
移

り

住

ん

で

早

や
二

十

八

年

に

な

り

ま

す

。

東

京

生

ま

れ
東

京

育

ち

の
た

め

、

諸

先

輩

が
恰

尸
市

の

た

め

に

貢

献

さ

れ

て

い
る

姿

を

、

遠

く

か

ら

眺

め

て

お

り

ま

し

た

。

そ

し

て

、

皆

さ

ん

を

見

習

い
な

が

ら

、

少

し

で

も

協

力

で

き

れ

ば

、

と

い
う

気

持

で
子

ど

も

会

活

動

を

始

め

て

、

約
一

。十

年

が

過

ぎ
ま

し

た

。

そ

の

間

に

Ｐ

Ｔ

Ａ

等

で

も

頑

張

っ

て

き

ま

し

た

。

そ

の
活

動

を

、

こ

ん

な

に
長

ぐ

続

け

ら

れ

る

と

は

思

っ
て

も

い

ま

せ

ん

で
し
た
。
こ
れ
も
皆
で
、
自
分
た
ち

の
住
む
ま
ち
を
明
る
く
楽
し
く
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
に
し
よ
う
と
考
え
て

き
た
結
果
で
す
。
先
輩
方
の
温
か
い

ご
指
導
や
、
互
い
に
助
け
合
え
る
多

く
の
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ

ま
で
や
っ
て
来
れ
た
の
だ
と
、
つ
く

づ
く

思

い
ま
す

。
そ
う
そ
う
、
家

族

の
協
力
に
も
感

謝
し

な
け
れ

ば
い
け

ま
せ
ん
ね

。

子

ど
も
会
へ
入
会

す

る
子

ど
も

が

年

々
減

っ
て
き

て
い
る
現
状
に

は
、

や
や
寂
し

さ
も

感
じ
ま
す
。

行

事
の

マ
ン
ネ
リ
化
、
役
員

の
な

り
手

が
な

い
等

課
題
は
多

い
の
で
す

が
、
今
後
解
決

に
向

け
て
の
工
夫

を

考
え

な

が
ら
、

地
域
活
動
に
協
力
し

て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
次

の
世

代
の
人
た
ち

に
も
、

大

い
に
頑
張

っ
て
自
分
た
ち

の
住

ん

で

い
る
ま
ち
を

盛
り

上
げ
て

も
ら

い

た

い
で
す
ね

。平成12 年、子ども会 育成会のキャンプ で。雨のため 、屋内 で

キャンドル サービスを楽し みまし た。（右から2 人目が 筆者）

ど
う
し
て
も

自
分
さ
え
良
け

れ
ば
、
家
族
さ

え
良
け
れ
ば
と

い
弓
考
え
に
走

り
が
ち
な
世
相

で
す
が
、
地
域

全
体
が
少
し
で

も
良
く
な
る
こ

と
を
考
え
て
、

活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ

ば
と
願
っ
て
い

る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
十
年
後
の
松

戸
市
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
る

の
か
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
元
気

で
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま

す

。

男女共同参画推進協議会委員

日時…9月3日㈲・４日㈲・５日銜・８日(月)午前10時～午後5時

会場…勤労会館( 松戸駅西口より徒歩3 分)

対象…18 ～26 歳程度の市内在住者で、現在フリーターで正

規採用を望む人、無職で就職活動をしている人、もしくは

就職活動をしようとしている人。男女不問

定員…20 人　　　費用…無料

知られることはありま
せん。調査票が郵送さ

れましたら 、ご協力を
お願いします。

國市民相談課人権担当

登366-ﾜ319

就
職
活
動
応
援
し
ま
す

就
職
の
た
め
の
各
種
講
座
を
開
催

若
者
就
職支
援
セ
ミ
ナ
ー

仕
事
を
し
た
い
若
い
人
へ

雇用・能力開発機構千葉センター受託事業

パソコン講座

パソコン操作習得コース

会場…
松戸地域職業

訓練センター
(テクノ21)

時間午前9 畤30 分～午後∠1畤

30 分　対象求職者　定員吝20

人　費用無料（ただしテキスト

代実費）

圃8 月11 囗㈹午前9 時から 、「求

職受付票」をもって窓口で受

け付け（受付開始時間に定員

を超えた場合はその場で抽選）

ＩＴ学習支援コース (パソコンを使用しての自主学習)

講座名 日程

初めてのパソコン 9/4困・5銜・6圉

WORD&EXCEL 基礎1
9/1 ㈲・2㈹・3㈲

9/11W･12 窗・13出

WORD&EXCEL 基礎2
9/8 ㈹･9 ㈹・10 ㈲

9/24 ㈲・25困・26 廊

WORD&EXCEL 活用コース 9/16 ㈹・17 團・18困

日程9 月２日 ㈲・５日面・８日(月)り Ｏ日㈲・捐日(E))・18 日困 ・20 日出 ・26

日面　時間月～金曜日= 午後6 贍～9 時、土 一日曜日=午前9時30 分～午後〇日韵0

分、午後1B#30 分～4時30 分　定員各20 人　費用無料

Ⅲ8 月15 日面午前9時から 、直接窓口または電話で受け付け( 受付開始時間に

定員を超えた場合は窓口優先)

目松戸地域職業訓練センター( 松戸市小金原1 の19 の3 、S349-  3200)

※受付日当日は大変込み合いますので、車でのご来場はご 遠慮ください。

女
性
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

４



み
ん
な
で
つ
く
る
坂
川
再
生
事
業
（
松
戸
神
社
周
辺
）

き
れ
い
に
な
っ
た
坂
川
を
ま
ち
の
顔
ヘ

昔
の
坂
川
は
大
地
か
ら
の
湧
き
水

が
集
ま
り
、
清
ら
か
な
水
が
流
れ
、

生
物
と
川
、
そ
し
て
人
々
の
生
活
が

共
存
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
に
人
口
が
急
増
し
、

生
活
排
水
や
工
場
排
水
な
ど
に
よ
り

川
は
汚
れ
、
洪
水
を
防
ぐ
た
め
コ
ン

ク
リ
ー
ト
護
岸
と
な
り
、
人
々
の
生

活
は
守
ら
れ
ま
し
た
が
、
汚
れ
て
し

ま
っ
た
川
と
の
か
か
わ
り
は
無
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
水
質
改
善
計
画

に
よ
る
下
水
道
の
普
及
、
河
川
浄
化

施
設
の
整
備
。
家
庭
で
で
き
る
浄
化

対
策
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
川
は

よ
み
が
え
り
、
鯉
や
小
魚
が
た
く
さ

ん
泳
ぐ
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

現
在
、
千
葉
県
が
事
業
主
体
で
行

っ
て

い
る
坂
川
再
生
事
業
が
進
ん
で

い
く

と

、
坂

川

が
街

の

貴
重

な

水
辺

と
し

て

、
潤

い
や

、

ゆ

と

り

を

与

え

て
く

れ

る
川

に
生

ま
れ

変

わ
り

ま
す

。

主

な

事
業

内

容

は

、
ゆ

っ

た

り

と

歩

け

る
川

沿

い
の

道

や

生

物

に

配

慮

し

た
河

岸
の

整

備

、
水

辺

に

近

づ
け

る

工
夫

、
木

漏

れ
日

を

演

出
す

る

植
樹

、

レ
ン

ガ

橋
の

保
存

な

ど
で

す

。

坂

川

再
生

事
業

は

こ

れ

か
ら

約

十

年

の

歳
月

を

要

し

ま
す

。

よ

り

よ

い

坂

川

に

す

る

た

め

、
地

域

の

市

民

に

よ

る

「

坂
川

と

ま
ち

づ
く

り

市

民

の

会

」（
鈴
木

正

家
会

長

）
が
設

立

さ
れ

、

市

民

、

県

、
市

で

連

携

を

図

り
な

が

ら
事

業

が
進

め

ら

れ
て

い
ま
す

。

今

回

は
、
坂

川

の
過

去

、
現

在

、
将

来
の

姿

を
ご

案
内

し

ま

す

。

固
千

葉

県
東

葛

飾
土

木

事
務

所

容
3
6
4

・
５

１

３
６

、
市
河

川

清

流
課

登
3
6
6

人々は坂川とともに生活をしていました

(｢松戸町小山｣ 明治38 年、徳川慶喜撮影)

過去の坂川

15年前から湧き上った坂川復活の願い

坂川の清流復活に向けて、ここから第一歩が始まりました

(昭和63年に、地域の住民も協力して行われた河川清掃)

現在の坂川

毎年10 月の第4 日曜日､午前10

時になるとどこ からともな＜人

が集よってきます。紙袋を持つ

人 、ノコギリを持つ人 、軍手と

ほうきを持った親子連れ 、松戸

神社の境内は 、坂川を清掃する

人たちでごったがえしています。

挨拶が終わるとコ ‖から自転

車を引き上げる人 、川沿いの樹

木の剪定（せんてい）をする人、空き缶やビニール袋を拾う親

子連れ、坂川を美しくしようとする心が一つになる一日です。

この清掃活動は、周辺町内会、青年会議所、ボランティア、

砌まつど街と水辺の緑化基金、千葉県、松戸市により、15年前

から行われています。

将来の坂川
生
き
物
が
住
み
や
す
い
川
、
ま
ち
に
潤
い
を
４

え
て
く
れ
る
川
へ

さまざまな水質改善の取り組みの結果、魚や水鳥が戻って

きました

川
に
親
し
む
親
子
の
集
い

市
や
県
な
ど
が
行
っ
て
い
る
総
合

治
水
事
業
に
つ
い
て
、
川
や
水
に
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、「
川
に
親
し
む
親
子
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

擱
河
川
清
流
課
晋
一
’一
・
7
3
5
9

催　し　物 参 加 方 法 対　象

※親子魚釣り
当 日 、会

場 で 受 付

小 学 生 以 下 は

保 護 者 同ｲ半

ミニS  L

自 由 参 加

水ヨーヨー釣り

ど じ よう つ か み 小学生以下

スーパーボール

大声コンテスト

遊 び の コ ー ナ ー

川クイズ

お は な し キ ャ ラ バ

ン

パン ト マ イ ム& 風

船 パフ ォ ー マ ン ス
小学生以下

治水パネル等展示 －- －

緑化基金募金 -

※釣り用具、エサは各自持参

交

通
・
：
松

戸
駅
西

口
か

ら
京
成

バ

ス
「
矢
切

高
校

行
き
」

で
終

点
下

車
徒
歩

五
分

、
ま
た

は

「
国
府

台
経
由

市
川

駅
行
き
」

で
上

矢
切

下
車

徒
歩
十

分

８

月
2
1
囗

困

〔
雨

天

の

場

合

は
2
2
日

原

に

順

延

〕

新

松

戸

駅

前

交
番

脇

午

前

９

時

集

合

、

午

後

３

時
解

散

予

定
　

内

容

ふ

れ

あ

い

松

戸

川

他

で

、

川

の
中

に

い

る

魚

や

昆

虫

な

ど

の

生

物

を

捕

獲
し

て

、

そ

の

生

物

な

ど

の

種

類

か
ら

川

の

環

境

状

態

を
調

べ

る
　

対

象

小

・
中

学

生

（
保

護

者

同

伴

の

場

合

は

幼

児

も
可

）
　

持

ち

物

弁

当

・
筆

記

用

具
　

蓉
乕

無

料

圃

電

話

で

川

い

い
会

・

永

井

音
3
8
8・
3
0
6
7

へ

日 時 … ８ 月 ２ ３ 日( 土)

午 前10 時 ～ 午 後1 時

〔雨天の場合は24 日(Eﾖ)に順延〕

会 場 … 坂 川 親 水 広 場

(上 矢 切、 案内 図 参照)

費 用 … 無 料

坂川に戻ってきたカワセミ

川
に
い
る
生
物
調
査



jｉ.-

歴史を創る坂川の流れ

坂川に遊びにきませんか
子どもの頃の遊び場は 、松龍寺

や松戸神社 、坂川でし た。今みた

いにテレビゲームなどが無い時代

でし たので 、街の空間が遊び場に

なっており 、そこ がどんな歴史的

背景があるのかを意識せずに遊ん

でいまし た。

大人にな り 、改めてこ れらの文

化遺産を みると 、私たちの街が歴

史に満ちた素晴らしい街だと誇り

に思い 、「坂川とまちづくリ市民の

会」の一員とし て 、坂川の川づく

りに参力［］しています。

坂川とまちづくり市民の会

石井道子さん

きれいになった坂川を中心とする松戸の街の文化を、ぜひ、見

にきてください。

③ 夏の風物詩

坂
川
は
、
江
戸
時
代
に
人
々
に
よ
っ
て
掘
ら
れ
た
人
工
河

川
で

、
「
下
谷
三
千
町
歩
」
と
称
さ
れ
た
水
田
を
潤
し
、
用

排
水
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

坂
川
の
治
水
事
業
は
、
鰭
ヶ
崎
（
現
流
山
市
）
の
名
主
、

渡
辺
庄
左
衛
門
父
祖
三
代
の
情
熱
と
不
屈
の
努
力
に
よ
っ
て

永
々
と
続
け
ら
れ
、
柊
尸
か
ら
最
下
流
部
の
柳
原
権
門
ま
で

の
工
事
が
完
了
し
た
の
は
、
一
八
三
六
年
の
こ
と
で
す
。

先
人
の
血
と
汗
に
よ
っ
て
っ
く
ら
れ
た
坂
川
は
、
ま
た
、

水
上
交
通
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
、
昭
和
初
期
ま
で

米
、

野
菜
な
ど
の
生
活
物
資
が
川
舟
で
運
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

① 松戸神社

坂
川
の
歴
史

陣屋口（じんやぐち）橋の30 メートル北側に、

周囲の景観にマッチした真っ赤な橋があります。

これは、松戸神社の参道とし て坂川にかかる潜

龍（せんりゅう）榲です。この橋の名前の由来

は 、坂川を龍にたとえ付けられたと言われてい

ます。

龍は水神として祭られ、川筋には水神を祭る

神社がたくさんあります。松戸神社も ］可岸で

栄えた松戸宿の鎮守様として街の人々から慕わ

れ、現在に至っています。

本社の天井には江戸時代の画家､ 佐竹永海（さ

だけえいかい）の龍の画が描かれていて、水運や治水の安全を願う当時の人々の想いがう

かがえます。10 月18 日の祭礼では、市内でも珍しい神楽殿での神楽の奉納が見られます。

とうもろこし市
230 年ほど前から戦前までの松龍

寺の参道では､8 月10 日に「とうもろ

こし市」が行われていました。この

トウモロコシを食べ、お参りをする

と､4 万6 千日御利益があると言われ、

この催しを松戸の街の年中行事とし

て再現したいと 、角町下横町商店会

が昭和50 年から盆踊りと併せて行っ

ています。

夏の真っ盛り、大汗を流しながら 、

トウモロコシを焼き「とうもろこし 市」のいわれを伝える人 、トウモロコシ

をほおばる人、太鼓に合わせて踊る人など、松戸の夏の風物詩です。今年は8

月９日出と10 日言に行われます。皆さんも 、訪ねてみませんか。

川 に向い た玄関と緑

川側への植樹（駐車場）

坂
川
再
生
事
業
に
よ
り
、
川
と
川

沿
い
の
道
が
整
備
さ
れ
（
自
然
な
川

と
ゆ
っ
た
り
歩
け
る
川
沿

い
の
道

路
）
、
環
境
が
よ
く
な
り
ま
す
。

坂
川
沿
い
に
建
物
を
計
画
す
る
際

に
は
、
水
辺
と
宅
地
が
一
体
と
な
る

よ
う
、
川
側
へ
の
樹
木
や
花
の
植
樹
、

植
栽
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

水辺と一体となる広々感

② 松龍寺
松龍寺の参道に立っている常夜灯

の足＝写真左＝は 、珍しい形をして

います。この常夜灯は 、明治4 年松

龍寺の鐘楼を移設した際、記念に建

てられたもので、関東大震災の激し

い揺れにも倒れなかったそうです。

山門は 、18 世紀後半の建築とみ

られ､市内でも古いものの一つです。

扉には葵（ああい）の紋があり 、当

時の隆盛がしのばれます。

松龍寺の境内は、常磐線の開通に伴い縮小されましたが、当時は、戸定

邸付近まであったそうです。大みそかには、誰でも自由に鐘を突くことが

でき、年越しの人たちでにぎわっています。

坂
川
か
ら
の
お
願
い

④小山樋門橋 (通称レンガ橋、めがね橋)

小山樋門橋は、レン

ガ造りでメガネのよう

な形をしているので、

レンガ榲、めがね榲な

どと呼ばれています。

当初は江戸川からの逆

流防止を目的とした施

設でしたが、現在は坂

川を渡る県道の榲とし

て使われています。

明治31 年に完成し 、

レンガ造りの構造物と

しては、千葉県で最も

古い橋と言われていま

すが、現在の交通にも

耐え破損した様子など

もな＜、明治時代の優
れた技術と美しい姿には感心するばかりです。ぜひ 、この文化遺産

を後世に継承していきたいですね。

8/9(土)・10(日)



※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

［
］
痴
ほ
う
介
護
相
談

８
月
2
6囗
㈹
午
後
１
時
～
３
時
　
会

場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館
第
三
会
議

室
　
内
容
痴
ほ
う
症
の
家
族
を
抱
え
る

介
護
者
の
相
談
と
交
流
　
費
用
無
料

猖
呆
け
老
人
を
抱
え
る
家
族
の
会
千
葉

県
支
部
松
戸
・
田
村
昔
3
4
1
・
1
6
1
2

［
］
４

・

５

・

６

ぼ

け

っ

と

「
ア

ー

ト

で

あ

そ

ぼ
う

Ｉ
・
」

８
月
3
0日
圉
午
前
1
0時
～
午
後
ｏ

時

3
0分
　

会

場
し

ょ
う

ぶ
公

園

〔
雨
天

の

場
合

は
常
盤
平
団
地

中

央
集
会
所
〕

内
容

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使

い
、
も
の
を
作

っ
た
り

、
色
を
塗

っ
て
楽
し
む

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
　
対
象
四
～
六
歳
（
今
年
四
歳

に
な

る
三

歳
児
を
含

む
）
の
子

ど
も
と

そ

の
親
　

春
用

親
子

ペ
ア

ー
組
二
千
円

ｍ

Ｎ
Ｐ
ｏ

法
人
松

戸
子

ど
も

劇
場

・
青

木

容
3
8
6
・
9
1
5
4

［

］
国

分

寺

（
東

京

）

周

辺

の

自

然

と

歴

史

め

ぐ

り

８
月
1
0日

㈲
午
前
８

時
新

松
戸
駅
武

蔵
野
線
三

番

ホ
ー

ム
集
合

（
午

後
３

時

解

散
）
　

内
容
国

分
寺
周
辺

の
庭
園
等

を

め
ぐ
り
武
蔵

野
の
面
影
を

体
験
　

持

ち
物

昼
食
　

費
用
六
百

円

（
別

途
交
通

費

等
実
費
）

※
歩

き
や
す

い
服

装
で

閼
山
遊
塾

・
永
田

登
0
9
0
・
８
８
０

３

・

乳幼児のための読み聞かせサポート

｢絵本はじめのいーっぽ｣

日　時 会　場

8/19 叫午前扣時30分～11時10分
チ ェリ ソヽシ ュ ・サポ ー ト ・シ ス

テ ム （野菊 野保 育園 内）

8/22 窗午前10時30分～11時10分 常盤平児童福祉館

8/22 銜午後2時～2時40 分 根木内こども館（晴香園内）

対象O歳～3歳ｲ立の乳幼児とその保護者　定員当日先着20 組　費

用無料

※各会場とも駐車場はありません。

固 市立図書館'e365 ―引 巧
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Ｒ
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５
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Ｈ
Ｒ
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］
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六
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で

六
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定
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十

人

対

象

六

卜

五

歳

以

上

で

全

行

程

を

歩

け

る

人

費

用

四

百

円

（
保

険

等

）

※
交

通

費

、
入

園

料

等

実

費

圃
８

月

Ｂ

日

水

［
必

着

］

ま

で

に

、
往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

にゲ
を

記

人

し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
6

4
松

戸

市

上

本

郷

二

二

七

五
　

古

田

咲

子

（

公
3
6
3・
４

８

４

８

、

午

後

６

時

～

９

時

）

へ

［

］
法

廷

傍

聴

会

８

月
2
1
日

米

午

後

１

時

～

４

時
　

会

場
千

葉

県

弁

護

十

会

松

戸

会

館

、

千

葉

地

方

裁

判

所

松

戸

支

部
　

内

容

傍

聴

事

前

説

明

、
法

廷

傍

聴

、

傍

聴

後

の

解

説

対

象

車

内

の
中

学

・
高

校

生
　

定

員

先

着

二

十

五

人
　

費

用

無

料

圃
８

月

６

日

水
午

前
1
0
時

か

ら

、

電

話

で

千

葉

県

弁

護

士

会

松

戸

支

部

容
3
6
6・

6
6
1
1

へ

［

］
ハ

ワ

イ

ア

ン

カ

ー

ニ

バ

ル

８

月

９
日

出

午

後

１
時

開

演

～

４

時

会

場

市

民

会

館
　

内

容
（

ワ

イ

ア

ン

バ

ン

ド
と

フ

ラ

ダ
ン

ス

チ

ー

ム

に

よ

る
演

奏

と

ダ

ン

ス
　

費

用

無

料

固

神

崎

登
0
4
・
７

１

７

５

・
1
7
7
0

（
午

後

８

時

以

降

）

［

］
朗

読

を

き

く

か

い

８

月

Ｂ

日

伽

午

前
1
0
時

～

幵一
時
3
0
分

会

場

健

康

福

祉

会

館
　

内

容
松

戸

朗

読

奉

仕

会

会

員

に

よ

る
朗

読

「
私

た

ち

の

愛

」

川

原

総

一

朗

著

ほ

か
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ
て

い

る
人

お

よ

び
そ

れ

に
濫
十

七

人

（
付

き

添

い
の

人

と

一
緒

の
参

加

も
可

）
　

費

用

無

料

圈

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

１

昔
3
8
3・
7
1
1
1

副
3
8
3・
7
8
1
0

収穫場所松戸市下矢切他　収穫時期10 月上

旬（詳しい日程・場所は後日お知らせします）

収穫量1 区画約4k9　 販売区画数先着300 区画

費用1 区画（ﾜ株) 1,000 円

※収穫日に現地で直接お支払いください。

圃８月29 日廊までに、往復ハガ半に希望区画

数･ 住所･ 氏名･ 電話番号を記入して、〒2ﾜ1 －

8588 松戸市役所農政課内　松戸市都市農業振

興協議会「さつまいも」係(a366-ﾜ328) へ

「

」
介

護

予

防

教

室

「

健

康

は

食

事

か

ら

～

お

い

し

く

食

べ

る

方

法

」

８

月
2
0
日

水
午

後

２

時

～

３

時
3
0
分

会
場

大

倉

記

念

病

院

（
大

谷

口

）
　

講

師
管

理

栄

養

士

・

筑

井
公

子

氏

ほ

か

対

象

六

十

五

歳

以

Ｌ

の

人

と

そ

の
家

族

定

員
先

着

三

十

人
　

費

用

無

料

匣

８

月
1
6
日

出

ま

で

に

、
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

小

金

地
区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

一
三

浦

登
3
4
1・
6
7
1
1

隰

3
0
9
・
3
0
1
0

へ

愛の献血

期日 会場 時間 プログラム

8/6 圉

馬橋市民セン

ター

午前10 時～

10時30 分

絵本 「ちび ゴリ ラの ちび ちび 」

拡大 絵本 「お お きな かぶ 」

新松戸市民セ

ンター

午前11時30

分～正午

絵本 「ご ち ゃ まぜカ メレ オン 」

紙芝 居 「巫女 ト ラ］

小金北市民セ

ンター

午後2時～2

時30 分

絵本 厂ち び ゴリ ラのち び ちび 」

紙芝 居 「ね ずみ のすも う 」

図書館小金分

館

午後3時30

分～4 時

絵本 「ご ち ゃま ぜカ メレ オン 」

紙芝 居 「巫女 ト ラ」

7㈲

東部スポーツ

パーク

午前10時～

10時30 分

絵本 「ご ち ゃま ぜカ メレ オン 」

紙芝 居 「おだ んご ころ り ん」

和名 ケ谷 ス ポ

ー ツセン タ ー

午前11時30

分～正午

絵本 「ね 、ぼく のとも だち にな

って 」紙 芝居 厂巫 女 トラ 」

二十 世紀 が 丘

市民 セン タ ー

午後2時～2

時30 分

絵本 「ご ち ゃま ぜカ メレ オン 」

紙芝 居 「ね ずみ のすも う 」

矢切公民館
午後3時30

分～4 時

絵本「ね､ ぼくのともだち匸なって」

紙芝居「ながぐつをはいたわこ」

8 窗

稔台市民セン

ター

午前ｎ 時30

分～正午

絵本 「ち び ゴリ ラのち びち び 」

拡大 絵本 厂お お きな かぶ 」

明市民センタ

ー

午後2時～2

時30 分

絵本｢ ね､ぼくのともだちになって｣

紙芝居｢ ながぐつをはいたねこ｣

古ケ畸市民セ

ンター

午後3時30

分～八時

絵本 「ご ち ゃま ぜカ メレ オン 」

紙芝 居 「巫女 ト ラ］

13 團 図書館本館
午後3時30

分～4 時

絵本 「ご ち ゃま ぜカ メレ オン」

紙芝 居 「巫女 卜う 」

23 圉
川旧親しむ親子の集

い ㈲ 鼎水広場）

午前11時～

11時30 分
拡大 絵本 「お お きなか ぶ」

27 ㈲ 図書館本館
午後3時30

分～4 時

絵本 「ご ち ゃまゼ カメレ オン」

紙芝 居 「巫女 トラ 」

団体名 日　時 会　場

松 戸 グ リ ー ン

ラ イ オ ン ズ

8/8  (t)午前10 時～11 時45 分

・午後1時～4時30 分

伊 勢 丹 松 戸 店

前

献 血 推 進 協 議

会

8/13 ㈲午前10時～11 時45 分

・午後1時～4時

ダ イ エ ー 新 松

戸 店 前

8/14 困午前10時～11 時45 分

・午後1時～八時

市 役 所 正 面 玄

関 前

固保健福祉課s366 ―ﾜ∠t8ﾜ

対象3～9 歳くらい　費用無料

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

※靴を入れるビニール袋持参にご協力＜ださい。

固 市立図書館'S365- 引 售

8月22 日銜午前11 眄～午後O 時30 分　会場文化ホ

ール内ミニシアター　内容ジャングル大帝他　対象

小学生以下（小学3 年生以下は保護者同伴）　定員

当日先着20 人　費用無料

圖生涯学習情報プラザa36 「ｱｰﾜ8ﾜ1 （月曜休館）
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］
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費

用

七

千

円

（

テ

ニ

ス

保

険

料

を

含

む
）

圃

８

月
3
1
日

収
午

前

８

時

～

９

時

に
会

場

で
匝

フ

ロ

ー
レ

こ
ン
ユ

ニ

ア

テ

ニ
ス

ス

ポ

ー

ツ
少

年

団

・
谷

昔
3
8
5・
9
3
4
2

【
】
市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
ミ

ッ

ク
ス

ー
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
９
月
1
5日
㈲
午
前
８
時
3
0分
受
付
、

午
前
９
時
開
始
〔
コ
ー
ト
不
良
の
場
合

中
限
〕
　

会
場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場

対
象
車
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
ク

ラ
ブ
の
人
　
種
目
男
女
四
十
五
歳
以
上

［

］
健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

閉

館

に

伴

う

割

引

利

用

券

の

還

付

に

つ

い

て

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

の

閉

館

に
伴

う

割

引

利
用

券

の
還

付

申

請

の
受

け
付

け

は

、

９

月
3
0
日

㈹
ま

で

で

す

。

期

限

を

過

ぎ

る

と

還

付

が
で

き

ま

せ

の

で

、

お

早

め

に

還

付

の
手

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

※
詳

細

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

団

保

健

福

祉
課

保

健

係

登
3
6
6・
7
4
8

1
「

」
家

族

の

お

酒

や

薬

物

の

問

題

に

関

す

る

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

毎

週

水

曜

日

午

前
1
0
時

～
1
0
時
5
0
分

（
初

め

て

の

大

）
　・

午

前

‥１１
時

～

正

午

（
通

常

）
　
会

場

カ
ト

リ

ッ

ク
松

戸

教

会

（
松

戸

）
　

内

容

ア

ル

コ

ー

ル

・

薬

物

の

問

題

を

持

つ

人

の

家

族

や

友

人

の
ミ

ー

テ

ィ

ン

グ
　

対

象

身
近

な
人

の

お

酒

や

薬

物

の
影

響

を
受

け

た

大

（
子

ど

も

時

代

に

影

響

を
受

け

た

大

も
叮

）
　

費

用

無

料

圖
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

ア

ラ

ノ

ン

ジ

ャ

パ

ン

Ｇ

Ｓ

Ｏ

（
事

務

局

）

公
0
3
・
３

４

７
２

・

年

齢

別

お

よ

び

ミ

ッ

ク

ス
四

卜

五

歳

以

上

、

四

十

五

歳

以

下
　

ル

ー

ル

国

際

ル

ー

ル
　

費

用

一

チ

ー

ム
ニ

Ｔ

円

圃
８

月
2
9
日

溺

ま

で

に

、
所

定

の

振

込

用

紙

で

松

戸

市

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

連

盟

・

山
下

（
0
3
4
5・
7
0
8
4

）
　へ

【
】
ゴ

ー

ル

デ

ン

テ

ニ

ス

大

会

９
月
１
日
囲

午
前
９
時
3
0分

か
ら

〔
雨
天

の
場
合

は

９
月
1
0日

水
〕
　

会

場
栗
ケ
沢
公

園
庭
球
場

対

象

車
内
在

住
で
男
性
六
十

歳
以
上
、
女

性
五
十
五

歳
以
上
の
人

、
ま
た
は
松
戸

シ
ル

バ
ー

テ
ニ

ス
連
盟
加

入

ク
ラ

ブ
員
　

費
用
一

人
千

五
百
円

（
保
険
料
を
含

む
）

※
年

齢
別

・
グ
ル
ー
プ
別

・
組
み

合
わ

せ
は
当
日
抽

選
で
決
め
ま
す

。

圃
８
月
1
5日
窗

〔
必
着
〕

ま
で
に
、
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
性
別

・
生
年
月

日

・
電
話
番
ひ

を
記

入
し

て
、

干
2
7
1
－

0
0
6
5

松

戸
市
南
花
島
三

の
三
八

の

」
一
　

松
戸
シ
ル
バ
ー
テ
ニ
ス
連
盟
（

登

3
6
6
・
3
6
0
0

）
　へ

チャンネル

［
］
童

謡

コ

ン

サ

ー

ト

８
月
2
3日

出
午
後
１
時
3
0分
～
４
時

会
場
市
民
劇
場

内

容
音
楽
家
に
よ

る

歌
で
っ

づ
る
童
謡
の
歩
み
　

費
用

千
円

（
小
学
生

無
料
）

固
松

戸
童
謡
の
会

・
鈴
木

公
3
4
3
・
６
６

［
］
高

齢

期

を

楽

し

く

豊

か

に

８
月
3
1日
㈲
午
後

１
時
3
0分
～
４
時

会
場
常
盤
平
市

民
セ
ン

タ
ー
　

内
容
篠

崎
次
男
氏

の
講
演
「
高
齢
期

の
生
き
方
气

か

っ
ぽ
れ
ソ
ー
ラ
ン
節
、

絵
画

・
書
道

の
作
品
展
示
　

菩
甬

五
百
円

圈
松

戸
高
齢
期
問
題

と
福
祉

の
つ
ど
い

実
行
委
員
会
（
や
わ
ら

ぎ
苑
内

）
昔
3
8
5
・

【
】
借

地

借

家

の

無

料

相

談

８
月
９
日

出
午
後
１
時
～

４
時
　

会

場
勤
労
会
館

※
契
約
書

等
が
あ
れ

ば
ご
持
参
を

固
松

戸
借
地
借
家
人

組
合

・
外
箍
ａ
3
4
5

ス

ポ

ー

ツ

健
　

康

情報催

し

物

16ミリ映画会

おはなしキャラバン

さつまいも掘り（収穫体験）



［
］
毎

月

第

三

木

曜

日

は

普

通

救

命

講

習

の

日

（
応

急

手

当

の

基

本

コ

ー

ス

）

毎
月
第
三
木

曜
日
午
前
９

時
～
正

午

会
場
消
防
局
五

階
講
堂
　

内
容
成
人
へ

の
心
肺
蘇

生
法

、
止
血
法

定
員
各
先

着
五
十
人
　

費
用
無
料

※
講
習

修
了

者
に
は
、
普
通

救
命
講
習

修
了
証

を
交
付
し
ま
す

。

ま
奇
数
月

は
、
一
時
保
育

あ
り

（
開
催

日

の
十
日
前
ま

で
に
要

予
約
、

一
歳

十
ヵ
月

以
上
就

学
前
ま
で
、
お

や
つ

代

一
人
不

日
円
）

圃
８
月

５
囗

㈹
以

降
通
年
の
月
～

金
曜

日
（
祝
日
を

除
ぐ

）
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時

の
間

に
、
電
話
で
消
防

局
救
急
防

災
課

指
導

担
当
a
3
6
3・
1
1
1
6

へ

「

」
親

子

応

急

処

置

講

習

会

８

月
3
0
日

士

午

前
1
0
時

～

午

後
ｏ

時

3
0分
　

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

消
防

署

員

か

ら

家

庭

で

の

防

災

、

け

が

を

し

た

と

き

の
応

急

処

置

を

親
子

で
教

わ

る
　

定

員

十

五

組
　

費

用

．
家

族

百

円

匣

８

月
1
0
日

㈲
〔
消

印

有

効

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ
で

住

所

・
氏

名

・
年

齢
（
親

子

と

も

）
　・
電

話

番

号

・
親

子

応

急

処

置

講

習

会

参

加

希

望

と

記

入

し

て

、

〒

2
7
0
－
0
0
3
4

松

戸

市

新
松

戸
i

の
囮
‥

二

の

四
　

フ

ァ

ニ
イ

ク

ラ

ブ

橋

本

（

公

ｍ

・
7
4
5
4

）
　へ

流

山

市

［

］
流

山

ロ

ー

ド

レ

ー

ス

大

会

参

加

者

を

募

集

1
0月
1
2
日

㈲

午

前

1
1時

ス

タ

ー

ト
　

コ

ー

ス
流

山

総

合

運

動

公

園

周

回

コ

ー

ス

（
十

キ

ロ

）
　

対

象

お

お
む

ね

七

十

分

以

内

で

完

走

で

き

る
人
　

春
雨

三

千

円

※
詳

細

は

お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い

。

圜

流

山

市

ス

ポ

ー

ツ

振

興

課

公
0
4
・
７

１

５

９

・
１

２

１
ｎ
乙

8 月28 日～10 月30 日（9月18 囗を除＜）の毎週木曜日午後5

時30 分～7 時［全10 回］　会

場青少年会館　 講師ダン スイ

ンストラクター 一山縣友子氏

対象中学生～18 歳以下　定員

先着30 人　費用無料

圃電話で青少年会館S344 ―

8556 へ

［

］
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

老

後

を

快

適

に

暮

ら

す

た

め

に

」

８

月
1
7
日

㈲

午

後

２

時

～

３

時
3
0
分

会

場

サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー

ム

三

階

（
新

京

成

八

柱

駅

徒

歩

二

分

）
　

講

師
え

じ

れ

い

こ

氏

替
乕

無

料

圖
石

崎

公
3
4
4・
2
9
5
1

（
夜

間

の

み

）

［

］
生

涯

学

習

「

自

分

磨

き

の

話

し

方

講

座

」

８

月
2
9
日

～
1
0
月
3
1
日

の

毎

月

奇

数

金
曜

日

午

後
１

時
3
0
分
～

３

時
3
0
分
〔
全

六

回

〕
　

会

場

市

民

会

館

内

容

好

感

の

持

て

る

ス

ピ

ー
チ

の

仕

方

と

会

話

の

楽
し

み

を

学

ぶ
　

費
用

六
千

八
百

円
（
テ

キ

ス

ト

代

を

含

む

）

圖

話
楽

友

の
会

・
小

林

登
3
8
6
・
3
7
1
0

柏

市

［

］
千

葉

県

指

定

無

形

民

俗

文

化

財

三

匹

獅

子

舞

８
月
1
6
日

出
午

後

４

時

ご

ろ

か

ら

会

場

西

光

院

境

内

（
柏

市

篠

籠

田

匸

一

一
四

）
　

内

容

三

匹

の

竜

頭

の
獅

子

舞

を

奉

納

交

通
栢

駅

西

口

か

ら

松

ケ

崎

循

環

こ
咼
田

車

庫

・
柏

の
葉

公

園

・
国

立

が

ん

セ

ン

タ

ー
行

き

バ
ス

で

フ
ュ
問

」

下

車

、

徒

歩

五

分

圜

柏

市

文

化

課

（
文

化

財

担

当

）

昔
0
4

・
７

１

６

７

・
1
1
1
1

［
］
福

助

菊

作

り

植

込

み

講

習

会

８
月
1
0日

㈲
午
後
１

時
～

３
時

会

場
運
動
公

園
談
話
室
　

講
師
千
松

菊
花

会
審
査
員

・
佐
藤
富
美

男
氏
　

費
用
無

料

（
材

料
費
実
費
）

匱
千

松
菊
花
会

・
川
村

豊
3
4
1
・
７
２
４

「
」
松

戸

‐

Ｔ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

会

パ

ソ

コ

ン

講

座

①

タ
ン

タ

ー
ネ

ッ

ト
入

門

＝

８

月
2
2

日

窗

・
2
9
日

窗

、

９
月

５

日

脂
午

前
1
0

時
3
0
分

～
正

午

〔
全

三

回

〕

②
エ

ク

セ

ル

初

級

＝

８

月

１９一
日

火

・
1
3
日

水

・
1
4

日

水

午

前
1
0
時
3
0
分

～
正

午
〔
全

三

回

〕

①

曇

こ
も

会

場

文

化

ホ

ー

ル

ー
Ｔ

講

座

室
　

定

員

先

着

十

人
　

持

ち

物

筆

記

用

具
　

費

用

二

千

円

圉

８

月

５
日

㈹

午

前

９

時

か

ら

、

電

話

で
松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の
会

昔
3
6
7

・
8
8
8
9

へ

期　日 時間 内　容 講　師

9/10 ㈲
午前10

時
～

正
午

心を育む家庭教育 東京メンタルヘルスアカデミーカウンセラー・淵上規后子氏

17 ㈲ 子育 て中 こ そ 「色 」 を使 って 元気 になろ う カラーコーディネーター・岩井ますみ氏

24 ㈲ カンタンにできる手づくりおやつ 料理研究家・岡嵜恵美氏

10/ 1 ㈲
「私」を取り巻＜子育て状況について 女性の学習情報をつなぐ会・西山恵美子氏

8㈲

会場女性センターゆうまつど（駐車場はありません） 定員30 人　費用無料（材料費実費）

※保育あり。希望の場合は、子どもの名前（ふりがな）・性別 一生年月日・食物アレルギーの有無について必ずご

記入ください。定員1歳10ヵ月以上の子ども先着25 人　費用1回200 円（おやつ代）

圃8 月12日脚 〔必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・保育希望の有無・返信用

あて名を記入して、〒271 －0094 松戸市上矢切299 の1　総合福祉会館内　公民館成人講座係(B368-1214) へ

【
】
簿

記

教

室

初

級

コ

ー

ス

（
日

商

簿

記

検

定

三

級

程

度

）

９

月

２
日

㈹
～
1
0
月
3
1
日

蚩

の

毎

週

火

・
金

曜

日

（
９

月
2
3
日

㈲

は

９

月
2
4

日

水

に

変
更

）

午

後

６

時

～

８

時

〔
全

十

八

回
〕
　

会

場
松

戸

商

工

会

館
　

定

員

四

十

人
　

持

ち

物

筆

記

用

具

と

電

卓

（
ソ

ロ

バ

ン

も
可

）
　
費

用
二

万

円

（
テ

キ

ス

ト

代

を

含

む

）

※
費

用

の

割

引

も

あ

り

ま

す

。

詳

細

は

松

戸

商
工

会

議

所

へ

圃

費

用

を

持

っ
て

直

接

、

松

戸

商

工

会

議

所

（
松

戸

二

〇

六

〇

、

昔
3
6
4・
3
1

1
1

）
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線
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１
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店
舗
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松
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東
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開
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ビ
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エ

ツ
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町

店
　

縦

囂

期
限
1
0
月
2
0

日

賄
　

縦
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男
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向
工

観

光

課

圖
商

工

観

光

課

容
3
6
6・
7
3
2
7

【

】
特

別

児

童

扶

養

手

当

現

況

届

の

提

出

に

つ

い

て

特

別

児

童

扶

養

手

当

を
受

け

て

い

る

人

に

は

、
現
況

届
（
更

新
手

続

き

）
の
用

紙

を

送

り

ま

す

の
で

、

必

要

書

類

を

添

え

て

提

出

し

て

く

だ

さ

い
。

こ

の

届

け

出

が
な

い

と

８

月

以

降

の
手

当

が
受

け

ら

れ

な

い
場

合

が
あ

り

ま

す

の

で

、

ご

注

意

く

だ

さ

い
。

提

出

期

間

８

月
一
‥‥一
日

丱

～

９

月
1
0
囗

水固

障

害

福

祉

課

給

付

係

昔
3
6
6・
７

３

４

まつど生涯学習大学専攻科 ・講座生を募集

9月10 囗～11 月26 日までの毎週水曜日〔全

12回〕午後1時30 分～3 時30 分（11 月26 日は

午前10 時～午後3E時）　 会場市民活動サポー

トセンター、公民館等　内容地域の主体的な

行動者となるために生活課題や社会的課題に

即した学習を行う　 コース①異文化交流研究

コース（アジアの中のイスラム文化を学ぶ）＝

講師千葉大学園芸学部講師・高垣美智子氏ほ

か②高齢者の健康・ニュースポーツ研究コー

ス＝講師聖徳大学教授・清水英男氏ほか　対

象60 歳以上で「まつど生涯学習大学」を修了し

ている人　 定員各コース30 人（抽選）　費用

無料（教材費等実費）

圃８月20 日伽 〔必着〕までに、往復ハガ牛に

住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別・電話

（ファクス）番号・まつど生涯学習大学修了年

度・希望コース名・応募の動機・パソコンや

ワープロ操作経験の有無を記入して、〒2「/1

-0094 松戸市上矢切299 の1　 総合福祉会館

内　公民館「専攻科」係(**368-1214) へ

「

」
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８
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４
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８
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受
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児
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８
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を
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④
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を
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便
課

容
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3
・
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１
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１

お

し

ら

せ

講
座
・
講
演ぶらっと

東葛

～青年フェスティバル（11 月３日冊）参加に向けて、みんな

で楽しくヒップホップを踊ろう！

公民館成人講座～子育て中のママのためのリフレッシュ講座

ザ・中高生講座「|I?（ラブ) Hiphop」



「ビックコミック」「ラピタ」表紙原画展

表紙絵師.･

日暮修一の世界

松井秀喜

「ビッグコミック」2003 年4 月
10 日号　⑤日暮修一／小学館

内容…松戸市生まれのイラストレー

ター・日暮修一氏の選りすぐり表紙

原画約60点の展示

期間…8月20日水～26日㈹午前10時～

午後7時30分( 最終口は午後4時まで)

会場…伊勢丹松戸店本館9階美術画廊

入場料…無料

圖｢表紙絵師･日暮修一の世界｣実行委

員会( 伊勢丹松戸店内) 登364－1111

江戸川下流域の松戸市・市川市・葛飾区・江戸川区の2区2 市に住む人たち

が、江戸川での川下りを通して交流を深めるとともに、豊かな河川環境を実

感できるイベントです。

日時…8月23 日出午前8時～午後4 ㈲30 分〔雨天の場合は24 日日に順延〕

内容…カヌー・ボートの初心者教室､川下り（古ケ崎～小岩菖蒲囹､現地解散）

対象…体力に自信があり冒険心あふれる 、市内在住の小学4 年生以上の親子

定員…5組10 人（抽選）

費用…親子1 組3,000 円（保険料・昼食代など）

圃8 月14 日田 〔必着〕までに 、往復ハガキに住

所・親子氏名 一年齢・電話番号を記入して 、〒

2「ｱ1 -8588 松戸市役所河川清流課内　江戸川下

流地域ネットワ ーク会議「夏休み親子江戸川探

検判系（ルネッサンス担当室0366-1152) へ

青少年会館シナリオコンクール

８月２７日(水)

平成16 年3 月20 日蝎に行われる「青少年会館芸術祭」で上演する演劇のシ

ナリオを募集します。ｲ憂秀作品は上演され、賞品が贈られます。

要項…①松戸にちなんだ作品で、上演することを想定したもの（ジャンルは

自由）②未発表のオリジナル脚本（上演40

分以内 、小説不可）③400 字詰め原稿用紙

（ワープロ可、A4 サイズ）④一人3作品以内

対象…松戸を愛しフレッシュな感性を持つ人

※脚本の著作権および上演橲は松戸市に属す

るものとします。詳細はお問い合わせを

圃10 月31 日紺〔消印有効〕までに 、郵送ま

たは直接、青少年会館芸術祭実行委員会（青

少年会館内、S344 ―8556) へ

救急医療体制
衛
生
会
館
所
在
・：

竹
ヶ

花
四
五
の
五
三

◆テレホン案内サービス　O366-0010

〔当日の医療機関( 待機病院言木日在宅当

直医､夜間急病診療所､ 休日生厦日夜間歯

科診療所等)を案内〕

平日 午後4時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時
◆夜間急病診療所　　　　0368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所fi365―3430

衛生会館内　午後８時～11 時

福
村
治
雄
さ
ん
で
あ
る
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
星
が
好
き
だ

っ
た
福
村
さ
ん
が
、
初
め
て
自
分

で
天
体
望
遠
鏡
を
作
っ
た
の
は
十

七
歳
の
と
き
。
今
か
ら
五
十
年
以

込

ん

で
し

ま

っ
た

。
そ

し

て

、
七

十

歳

を
機

に

、「
初

め

て

望

遠
鏡

で

天

体

を

み
た

昔

の
人

た
ち

の

感
動

を

、

自
分

も

味

わ
え

た
ら

」

と
当

時

と
同

じ
金

属

鏡

の

復
元

に

取
り

こ

の
一

貫

斎

の

時
代

と

同

じ

、
現

在

使
わ

れ

て

い

る

ガ
ラ

ス
レ

ン

ズ

で

は

な
く

、

金

属
製

の
反

射

鏡

（
金
属

鏡

）
を

使

っ
た
反

射
式

天

体

望

遠

鏡

を
復
元
し

た

の
が
、

馬

橋
在

住

の

ア

マ

チ

ュ

ア
天

文

家

、

自作の金属鏡を使った天体望遠鏡と

自
分
で
作
る
こ
と
に

し
た
の
だ
。

そ
の
後
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
の
職
員
と
な

り
、
退
職
後
は
星
の

解
説
な
ど
の
活
動
を

続
け
て
い
た
が
、
あ

る
時
、
一
貫
斎
の
作

っ
た
望
遠
鏡
を
手
に

す
る
機
会
が
あ
り
、

そ
の
精
巧
さ
に
ほ
れ

「

国
友

一
貫

斎
」
と

い
う
人

物

を

ご
存

じ

だ

ろ
う

か
。

今

か
ら

二
百

年
近

く

前

、
日

本

で

初

め
て

反

射

式
天

体

望

遠

鏡
を

作

っ
た
人

物

と

し

て
知

ら

れ

て

い

る
。

上

前

の
こ

と

で

あ

る

。
戦

中

・
戦

後

の

モ

ノ
の

な

い
時

代

。

望

遠
鏡

な

ん

て
、

と

て

も
買

え

る
よ
う

な

代

物

で

は
な

い
。
そ

れ
で

も

、

ど

う
し

て

も
欲

し

い
。
な

ら

ば
・：
と

、

組

み
始

め
た

。
　
　
　

す
ず

自

作

の
鋳
型

に

銅

と
錫

を

調

合

し

て
流

し

込

み

、
円

盤

状
に

な

っ

た

も

の
を

丹

念
に

磨

き

、
凹

レ

ン

ズ
の
よ
う

に
微
妙

に
へ
こ
ま

せ

る
。

非
常
に

根
気
の

い
る
作
業
を

続
け
、

出

来
上

が

っ
た
金

属

鏡

を
手

作

り

の
台

座

に

は

め
込

む

。
昔

な

が
ら

の
天

体

望

遠

鏡

の
完

成

で

あ

る
。

こ

の
望

遠

鏡

を
使

っ

て
天

体

観

測
会

も

行

っ
た

。
近

所

の

親
子

が

大

勢
詰

め
か
け

、
大

盛
況

だ

っ

た

。

「

皆

さ
ん

、
本

当

に

感
動

し

て

く

れ

て

ね
え

。
そ

れ

が
何

よ

り
う

れ
し

か

っ

た
」

と

福
村

さ
ん

。

最
近

で
は

、
こ

の
金

属

鏡

作
り

を

子

ど

も

た

ち

に

教
え

始

め

た

。

「

望

遠

鏡

を

作

る

の

は
子

ど

も

に

は

ち

ょ

っ
と

難

し

い
け

れ

ど

、
金

属

鏡

だ
け

な

ら
」
と

い
う

わ

け

だ

。

金

属
鏡

作
り

の
ほ

か

に

、
小

学

校

の

総
合

学

習

の
時

間

な

ど
に

星

の

話

を
す

る
こ

と
も

あ

る

。
星

に

関

す

る

さ
ま

ざ

ま
な

疑

問

に
丁

寧

に

答
え

て

い
く

と
、

子

ど

も

た
ち

の

顔

が

ど
ん

ど

ん
輝

い
て
く

る
。

時

に
は

星

に
関

す

る

自
作

の

紙
芝

居

を
演

じ

る
こ

と

も

。

「
私

は

星

か

ら
、
た

く

さ

ん

の
夢

や

ロ

マ
ン

を

も

ら
っ

た

。
今

度
は

、

そ

の
素

晴

ら
し

さ
を

皆

さ
ん

に
伝

え

る
た

め
に
、

自

分

が
何

か

の

役

に

立
て

た

ら
」

と

福

村

さ
ん

は
語

る

。星
に

対
す

る
あ
こ

が
れ

や
夢
は
、

こ
う

し

て

次

の
世

代

へ
と

受

け

継

が

れ
て

い
く

。

（
馬

橋
在

住

）

★福村さんの「星のお話」を聞きたい人

は、グループ単位（学校など）でお申し

込みください。

お問い合わせ＝福村容3∠13―9507

森のホール21チケットセンターS384-3331
(午前10時～午後ﾜ時　月曜ｲ木み)
URL　h 往p://www.morinohall21 .com

福村　治雄

パークセンター催し物

日時 内　容 料金

8/29 銜

午後2 ㈲

四ｲ弋目 尾上 松 緑襲 名 披露 松 竹 大歌

舞 伎 （出 演 市川 團十 郎 ほか ）

一階 席6,000

円ほ か

8/30c

午後6 ㈲

ヴ ォーカ ル ・サン プ リン グ(6 人組

のア ・カ ペラ ・グ ループ)

Ｓ席5,000 円

ほか

9/23R

午後2 時

千 住真 理子 ＆五 月女 智恵 ＆ニ ュー

フィ ル千 葉 名曲 コン サ ート

Ｓ席4,000 円

ほか

10/26 日

午後4 ㈲

ブ ロー ド ウェ イミ ュ ージ カ ルカ ン

パニ ー

Ｓ席ﾜ,500 円

ほか

10/29W

午後2 時

・6 時

宝 塚歌劇 花 組松 戸公 演

ミ ュー ジカ ル ロマ ン 「琥 珀 色 の雨

に ぬれて 」 ほ か

Ｓ席6,500 円

ほか

12/ 6 圉

午後5 時

秋山 和 慶 ＆中 村紘 子 ＆東 京 交響 楽

団　 松戸 公 演

Ｓ席5,500 円

ほか

12721(B)

午後5 時
綫戸智絵コンサート

Ｓ席6,000 円

ほか

1/1  ota

午後3 ㈲

新 日本 フ ィル ハ ーモ ニ ー交 響楽 団

ニ ユーイ ヤ ー コン サー ト

Ｓ席5,000 円

ほ か

森のサロンコンサート～おしゃべりクラシック～

9/24

㈲

ヴ ァ イオ リン の妖 精た ち～ テ ュ

ォプ リマ を迎 えて ～

レ ギュラ ー出 演

山本 祐 ノ介 （チェ

ロ ）小山京 子 （ピ

ア ノ）

料 金∠1,000円（3口

ゼ ット10,500 円）

12/10

㈲

弦 とピ ア ノの ハー モニ ー～ 愛 が

奏 でる 愛 のメ ロデ ィー ～ 奥村 愛

2/11

腕

チ ェ ロ＆ ピア ノ～ ロマ ン ティ ツ

う 凡ゴー ジャ スな 饗 滯～

講座名 日　時 講　師 対象/定員

園 芸教 室 「秋 まき 草花 の育 て

方 ］

8/16 圉午後1時30

分～3時

みど り の相 談 茴 ・青

島尚 祐 氏
45 人

こ ども 手づ く り教 室 「青 空の

も とで ア ートし よう よ 」

8/17 抖午後1時30

分～4時〔雨天順延〕

ネ イチ ャー ク ラフ ト

デ ザイ ナー ・山中 琴

江 氏

小学生 ※

/30 人

★ 夏休 み クラ フ ト 「葉 っぱ や

本 の実 で壁 飾り を 作ろ う」

8/21 困 ・22銜午後

1時30 分～3 時30 分
ボ ラン ティ ア 辺の 会

小学生 ※

/吝50 人

園 芸教 室 「家 庭菜 園～ 秋 野菜

の 育て 方」

8/23i①午 後1[侍30

分 ～3 時

み どり の 相談 員 ・小

林 喜代 次氏
45 人

自 然 にタ ッチ 「葉 っぱ のい ろ

いろ 」
8/24 抖午後IE持30
分～3時30 分

自 然 解説員 ・加藤 裕

一 ・大 谷雅 人 氏

小 学 生/

20 人

み どり の講 習会 「ベ ゴニ アの

魅力 と 上手 な育 て 方」

8/31(0 午 後1 時30

分 ～3 時30 分

日本 ベゴニ ア 協会 理

事 ・白 鳥四 郎 氏
30 人

対象※＝小学3年生以下は保護者同伴　費用無料
圃電話でパークセンターa3 ∠15―8900 へ(先着糺 ★は当日森の工芸館で)

駐車場管理システム入れ替え工事のため、21世紀の森と広場東
第1 駐車場( 会館右側) を８月１１

囗(月)～22 囗銜の間、閉鎖し ます。

： ご利用のお客様にはご迷惑をおか

けし ますが 、工事期間中は東第2

駐車場( 会館左側) 、文化会館地

丿下賍車場をご利用＜ださい。

回側)松戸市都市整備公社0366 ―

1　6111

※平成12 年度国勢調査の確定値を基準として
集計した常住人口です。

人 アマチュア天文家

日時 ‥8月2ﾜ 日困午後8時30 分～10 時（自由解散）

会場…市民会館プラネタリウム室と屋上

内容‥･事前学習の後 、解説員と天体望遠鏡で火星を

観望〔雨天一曇天の場合は29 日街に順延〕

定員…80 人　費用…無料

圃電話で市民会館プラネタリウム室S368-123 「アヘ

清流交流！『夏休み親子江戸川探検』

星
空
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
も
と
め
て

参加者募集

21世紀の森と広場　東第1駐車場の一時閉鎖

松戸市制施行60周年記念

口

内
は
前
月
匝

人 口 と 世 帯 （7 月１日 現 在 ）

人口　472,351 人　　 〔十　　302 〕

男　237,293 人　　 〔十　　130 〕

女　235,058 人　　 〔十　　172 〕

世帯　191,280 世 帯　 〔十　　179 〕

火星が

地球に

大接近

夏休み火星特別観望会

さん

ひと

森のホール21チケットガイド


